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QUADRA PLANNING Inc. 302Miovient 2-31 Samukawa Shuri Naha Okinawa Japan 903-0826  TEL : 050-3597-7811 Mail : qdpbe@me.com

自分には必要無いと
決して思わないで下さい 

その時が来てからでは遅い
のですから。



AIS：自動船舶識別装置（Automatic Identification System)
国際SOLAS条約で規定されている船舶の安全を守るための通信規格。船舶の名前、位置、速力、針路、
目的地などを無線で周囲の船に常時通知する装置。他船からのAIS電波を受信すると自身の針路と照
らし合わせ衝突が起きないか計算する事が出来る。AIS-MOBは漂流者を捜索する為のAIS信号の1部
である。
下記の大型船は全船搭載が義務づけられている。
◎　300総トン数以上の国際航海する船舶（300トンは全長50ｍほど；貨物船としては小さい）
◎　500総トン数以上の非国際航海の船舶
◎　国際航海の全旅客船
それ以外の船舶は義務ではないが、自船の安全のため普及が進んでいる。

製品スペック

Nautilus GPSは　救難信号発信機です。
GPSで自分の位置を測定、位置情報を救難信号で発信します。

　 受信機の普及率100％
海の安全を守るSOLAS条約により、SOLAS船や巡視船の受信機の普及率は100％です。（SOLAS船に搭載義務＝下記AIS参照）
漁船や、プレジャーボートの搭載も進んでいます。

　 救助は時間との勝負。
水温にもよりますが、約4時間漂流で低体温症による生命の危機を考えなくてはなりません。
救難信号を受ける相手が遠くにいたり、受信機（親機）が普及していない信号では速やかな救出が期待出来るでしょうか？
遠くの救助隊より、近くにいる船に助けてもらった方が早いはずです。　　　　　　　　　　は近くにいる船に直接救難信号を届けます。

　 1㎞では止まれない。
巡視船など大型船は停止するまでに1㎞ほど必要です。救助船に轢かれないためにも救難信号は5～6㎞届く必要が有ります。
　　　　　　　　　は最大75㎞、余裕を持った設計です。

　 出力が1ｗ（1000mw）である理由。
雨天、波浪、荒天、海の状況は刻々変わっていきます。最悪の天候状態でも安定した通信範囲を確保するには出力1Wが必要。
国際条約でも1Wと定められています。　万一の嵐、そんな状況でも　　　　　　　　　は十分な通信範囲を誇ります。

　 携帯電話？海用の電波に必要な性能。
波の影響を受け、海では電波が途切れ途切れ。　携帯電話の場合、水面10cmではアンテナ表示       が出ていても通話できないことも多い
のです。　　　　　　　　　は波や水分に邪魔されないプロトコルで確実に救難信号を発信します。

　 受信機の地図上に表示されます。
救難信号を受信すると、　　　　　　　　　の位置が警告音と共に受信機の地図上に表示されます。画面はカーナビとよく似ていて自船、
他船も表示されます。　位置関係が図で出るので間違いが起きにくいシステムです。誤解がない表示は緊急時には特に大切なことです。

東京湾の受信可能船の状況（300隻以上が航行中）

救難信号　AIS-MOB
AIS信号出力　1ｗ
AIS信号周波数　161.975 , 162.125Mhz
動作環境温度　-20℃～+55℃
製品形状　75ｘ97ｘ39mm 131g (電池含む）
耐圧深度　ダイブキャップ閉時 ： 100ｍ
　　　　　ダイブキャップ開時 ： 水面耐波
到達距離　受信機に依存（通常約20km、最大約75㎞）
動作時間　最長約100時間（新品電池を使用した場合）
電池寿命　5年ごとの交換を推奨（不使用で保管の場合 / CR123a 別売）
予定価格　28,000円(税別）

詳しくは弊社サイトをご覧下さい→AIS救難がスゴイ理由 www.safedive.jp


